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Ⅰ. 事業活動の概要 

1. 事業者名及び代表者 

有 限 会 社 三 宅 鉄 工 所 

代表取締役社長 前 川 昭 彦 

 

2. 事業所所在地（認証範囲） 

本社･本社工場  〒670-0971 兵庫県姫路市西延末 142-1 

本 社 南 工 場  〒670-0971 兵庫県姫路市西延末 72-1 

姫 路 東 工 場  〒670-0823 兵庫県姫路市宮上町 1 丁目 169 

 

3. 環境管理の責任者及び連絡先 

環境管理責任者 川 上 一 博 

電 話 番 号   079 (298) 7770 

FAX 番 号  079 (292) 0062 

E - m a i l   miyake@eos.ocn.ne.jp 

 

4. 事業の内容（認証範囲） 

機械部品製造 

 

5. 事業の規模 

 

項 目  第 59 期 

(2020 年 9 月～2021 年 8 月) 

第 60 期 

(2021 年 9 月～2022 年 8 月) 

第 6１期 

(2022 年 9 月～2023 年 8 月) 

製品納品個数 

(個)  

463,737  

（生産量 1,８７８ t） 

492,041  

（2,３１５ t）  

522,891  

（１,９８５ t）  

売 上 高 

(百万円)  
４６１.４  ５４９.８  ５１９.５  

従 業 員 (人) ３８  ４２  ４３  

延べ床面積 (㎡) ２,２０９  ２,２０９  ２,２０９  
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６．環境負荷の現状 （第 59 期～第 61 期） 

原単位当りの環境負荷  第 59 期 

(2020年9月～2021年8月) 

第 60 期 

(2021年9月～2022年8月) 

第 61 期 

(2022年9月～2023年8月) 

二酸化炭素総排出量 

(kg‐CO₂/個) 

0.398 

(204,052 kg‐CO2) 

0.402 

(211,292 kg‐CO2) 

0.373 

(195,202 kg‐CO2) 

廃 棄 物 排 出 量 

(ｔ/個) 

0.414 

(191.9 t) 

0.437 

(215.1 t) 

0.380 

(198.8 t) 

水 使 用 量 

(ｍ³/個)×1,000 

1.028 

(476.9㎥) 

0.969 

(476.8㎥) 

0.824 

(431.1㎥) 

原単位＝排出(使用)量／製品納品個数 

 

二酸化炭素排出量 

内訳 

第 59 期 第 60 期 第 61 期 

使 用 量 
CO2 排出量 

(kg-CO₂) 
使 用 量 

CO2 排出量 

(kg-CO₂) 
使 用 量 

CO2 排出量 

(kg-CO₂) 

電 力 (kWh) 385,426 184,233.63 400,121 191,257.84 364,420 174,192.76 

ガソリン(ℓ) 725.61 1,683.42 864.71 2,006.13 909.97 2,111.13 

軽  油 (ℓ ) 2,814.26 7260.79 1,552.81 4,006.25 1556.00 4,014.48 

灯  油 (ℓ ) 4,180 10,408.20 5,443 13,553.07 5,765 14,354.85 

L  P  G ( ㎏ ) 155.25 465.75 156.29 468.86 176.10 528.29 

計  204,051.79  211,292.15  195,201.51 

 

CO₂排出係数（環境省：「温室効果ガス排出量 算定・報告・公表制度」に準ずる） 

電力 CO₂排出係数 0.478kg-CO₂/kWh (注 1) 

ガソリン 2.32kg-CO₂/ℓ 

軽油 2.58kg-CO₂/ℓ 

灯油 2.49kg-CO₂/ℓ 

ＬＰＧ 3.00kg-CO₂/ℓ 

(注記 1) 電力の CO₂排出係数(調整後)は、「電気事業者別排出係数一覧表 令和 5 年提出用-Ｒ３

年度実績-」より、リコージャパン(株)の係数（メニューＦ）を第 59 期～第 61 期に採用。 
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Ⅱ.環境経営方針 

<経営理念> 

 

1. 全社員一丸となって、高品質の製品を作り出す。 

 

2. 工夫と改善で、常に強い価格競争力を持つ。 

 

3. 多品種少量化・短納期に対応出来る企業づくり。 

 

4. 利益の追求のみならず、企業として社会に貢献する。 

 

 

 

 

<環境経営方針> 

 

私たちは、経営理念と経営における課題とチャンスを踏まえ、適用される環

境関連法規等を遵守し、環境経営の継続的改善のために SDGs に取り組み、下

記の重要課題を関係者に周知徹底し取り組みます。 

１. 製品生産量当たりの環境負荷量の低減 

① 二酸化炭素の排出量 

② 廃棄物の排出量 

③ 水の使用量 

④ 化学物質の使用量 

２. 持続可能な環境改善活動の推進 

 

制定：平成 20 年 12 月 1 日 

改訂：令和 ４ 年 9 月 1 日 

 

有 限 会 社  三 宅 鉄 工 所 

代表取締役社長  前 川 昭 彦 
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Ⅲ. エコアクション２１ 推進組織図 

 

グリーン購入推進担当 

節電・節水担当 

ＣＯ２削減担当 

廃棄物の削減担当 

化学物質の管理担当 

代表取締役社長 

① 環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。 
② エコアクション 21 の構築・運用・維持に必要な経営諸資源(人材・資金・設備等）を準備する。 
③ 環境経営方針を制定する。

④ エコアクション 21 の構築・運用に関する情報を収集し、環境経営方針・環境経営目標をはじめシステム全体の見直し 

   を行い、必要に応じて改定を指示する。

① エコアクション 21 に関する経営諸資源の合理的・効果的な運用を図り、目的を達成する為に環境委員会を運営する。 

② エコアクション 21 見直しの為の情報を最高責任者に提供する。 

① エコアクション 21 の構築と運用を円滑に行う。 

② エコアクション 21 に関する実務全般運営を行う。 

① 事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション 21 に関する実務全般を所轄する。

② グリーン購入の推進担当 

環境経営計画に基づき環境経営活動の実施、担当職場の活動をサポートする。 
節電・節水・廃棄物 削減の基本活動の推進 

最高責任者・環境管理責任者・事務局・委員で構成し、年 1 回環境管理責任者が招集する。 
環境経営全体の取組状況及びその効果の評価 

又、環境管理責任者が必要と認めた者は出席することが出来る。 

環境管理責任者 

事務局 

委 員

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾚﾋﾞｭｰ会議 

委員 

（本社･ 
本社工場) 

委員

（本社南工場）

委員 
（姫路東工場） 

最高責任者

最高責任者
代表取締役社長 

環境管理責任者 事務局

ＣＯ2 削減、化学物質の管理 

環境管理者 

環境管理者

＜環境プロセスレビュー会議＞ 

環境経営方針、環境経営目標及び環境経営計画、実施体制を含む総括的な見直し及び指示 

環境ﾌﾟﾛｾｽﾚﾋﾞｭｰ会議 

環境管理責任者、環境管理者、事務局、委員で構成し、年 4 回環境管理責任者が招集する。 
環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況の確認。 
環境関連法規などの遵守状況の確認。 
重要度の高い環境負荷の状況及び取組の実施状況。 
又、環境管理責任者が必要と認めた者は出席することが出来る。 

＜環境マネジメントレビュー会議＞ 



6/12 
 

 

Ⅳ. 環境経営目標とその実績 

1. 環境経営目標 （第６１期） 

関係法令等を遵守し、省エネと環境保全に取組む 

目標値：納品個数当たりの環境負荷量を、前期比ダウンにする。 
 

① CO₂（エネルギー）排出量の削減 

② 廃棄物排出量の削減 

③ 水使用量の削減 

④ 化学物質の適正管理 

⑤ 持続可能な環境活動の推進 

2050 CN アクション計画策定 

※下記 2 項目を推進活動とする。 

ペットボトルキャップ回収活動推進 

グリーン購入の推進 
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2. 第６１期（運用期間 2022 年 9 月～2023 年 8 月）の実績 

 

項 目 
第 61 期目標 

（60 期実績） 
第 61 期実績 

目標との 

増減(％) 

結果 

目 標 達 成：〇 

目標未達成：× 

製 品 納 品 個 数 ( 個 ) 492,041 522,891   

二 酸 化 炭 素 排 出 量 

上段：原単位(㎏/個) 

下 段 ： ( 実 数 k g ‐ C O 2 ) 

0.402 

( 197,688 ) 

0.373 

( 195,202 ) 

△0.029 
( 7.2％ 減 ) 

△2,487 
( 1.3％ 減 ) 

○ 

原単位･実 

数 共に減 

廃 棄 物 排 出 量 

( ① 一 般 + ② 産 業 ) 

上段：原単位(㎏/個) 

下 段 ： ( 実 数  k g ) 

0.437 

( 215,147 ) 

0.380 

( 198,754 ) 

△0.057 
( 13.0％ 減 ) 

△16,393 
( 7.6％ 減 ) 

○ 

原単位･実 

数 共に減 

 

① 一 般 廃 棄 物 排 出 量 

上段：原単位(㎏/個) 

下段：(実数 kg) 

0.015 

( 7,696 ) 

0.016 

( 7,638 ) 

＋0.001 
( 6.7％ 増 ) 

△58 
( 0.8％ 減 ) 

× 

原単位増 

実数減 

 

② 産 業 廃 棄 物 排 出 量 

上段：原単位(㎏/個) 

下段：(実数 kg) 

0.422 

( 207,451 ) 

0.365 

( 191,116 ) 

△0.057 
( 13.5％ 減 ) 

△16,335 
( 7.9％ 減 ) 

○ 

原単位･実 

数 共に減 

水 使 用 量 

上段：原単位(㎥/個×1000) 

下段：(実数 ㎥) 

0.969 

( 476.8 ) 

0.824 

( 431.1 ) 

△0.145 
( 15.0％ 減 ) 

△45.7 
( 10.4％ 減 ) 

○ 

原単位･実 

数 共に減 

化 学 物 質 の 適 正 管 理 

(化学物質使用量実数 ㎏) 

適正管理 

( 16.00 ) 

適正管理 

( 2.87 ) 

適正管理 

実数 △13.13 

( 82.1％ 減 ) 

○ 

目標達成 

塗装業務終了 

2 0 5 0  C N ア ク シ ョ ン 計画策定完了 56 ％ △44 ％ 
✕ 

策定完了せず 

グ リ ー ン 購 入 
グリーン購入 

の積極的推進 
※ - - 

ペ ッ ト ボ ト ル キ ャ ッ プ

回 収 活 動 実数 個 
3,288 3,010 

278 減 

( 8.5％ 減 ) 

× 

個数 減 

目標値は原単位を正の目標とし、参考として実数を( )書で表示する。 

原単位＝排出量(使用量)／製品納品個数 

2050CN アクションの第 61 期実績は、計画策定活動 5 項目中 2 項目達成及び 1 項目が 80％

達成による。（2.8 達成/5 項目 ＝ 56％） 

※グリーン購入：積極的に購入推進するも、今期より件数計測はしません。 
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Ⅴ. 第６１期 の主な環境活動計画と考察 

1.二酸化炭素排出量の削減 

活動テーマ 活 動 内 容 
達成 

状況 
評価及び来期に向けた取組等 

電力使用量の削減 

コンプレッサー定期点検、
日常点検 

◎ 
定期点検の予定なしにより、日常点検を
継続実施 

非稼動機械の節電 ◎ 
長時間作業していない機械設備は、主電
源を切るように徹底している。継続監視 

機械制御盤フィルターの毎
月清掃 

◎ フィルター不定期交換、継続実施 

照明の省電力機器への更新 △ 工場水銀灯からＬＥＤに移行している。 

休み時間の消灯 ○ 
概ね消灯しているが、徹底されていない。
朝礼時注意喚起 継続監視 

エアコン冷房下限温度 27℃ ○ 継続監視する。 

エアコン暖房上限温度 20℃ × 
基本冬期は灯油を使用。灯油の使用量削

減の意識づけ。今後も継続監視 

エアコンのフィルター清掃 ◎ 定期的に実行している。継続実施 

化石燃料使
用量の削減 

 

灯油 
冬季は、ストーブを優先使用 ◎ 優先的に使用している。継続実施 

ストーブの確実な消火確認 ◎ 継続監視 

LPG 

LPG の火元確認の徹底(本
社工場) 

◎ 継続実施 

LPG の火元確認の徹底(姫
路東工場) 

◎ 継続実施 

ガソリン ガソリン車両の燃料管理 ○ エコ運転の意識づけ及び効率的経路走行 

軽油 

軽油車両の燃料管理 ◎ 
自社運転時にはエコ運転を意識及び効率的経路
走行 継続実施 

効率的な配送ルートの選択 ◎ 
自社運転時には運転手に注意喚起 継続
監視 

アイドリングストップの徹底 ◎ エコ運転の意識づけ。継続実施 

2.廃棄物排出量の削減 

活動テーマ 活 動 内 容 
達成 
状況 

評価及び来期に向けた取組等 

廃棄物排出量の削

減 

素材形状材質変更検討 ▲ 実行できていない。今後も継続検討 

削り代見直しによる切粉の

削減 
▲ 

上項及び工程見直しにより切粉の削減。

継続実施 

工具機械の保守点検及び日

常点検 
◎ 継続実行できている。 継続する。 

不適合による廃棄

品の削減 

切粉清掃を徹底し、切粉に

よる不良品発生の削減 
○ 

清掃の成果により、不適合品の発生に減

に効果あり。継続実施 

不適合品の特別採用(転用)

が可能か検討 
◎ 

検討困難時、所属長に相談すること。 

今後も継続する。 

3.水使用量の削減 

活動テーマ 活 動 内 容 
達成 

状況 
評価及び来期に向けた取組等 

水道水の使用量の削減 

節水ポスター掲示 ○ 

従前のままである。 

SDGs では、限りある水資源を将来にわ

たって使うための取り組みが必要とあ

り、そのような内容に更新する。 

水漏れの確認 ◎ 
使用量による異常値のチェック。 

継続実施 
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4.化学物質使用量の削減 

活動テーマ 活 動 内 容 
達成 

状況 
評価及び来期に向けた取組等 

化学物質の管理台

帳により使用量の

把握 

日常点検による油脂の適正交

換の実施 
◎ 

機械設備の日常点検により実施及び確認して

いる。継続監視 ６月塗装業務廃止により化

学物質含有の塗料購入無くなった。 油漏れの確認 ◎ 

化学物質の安全データシー

ト(SDS)最新版管理 
◎ 

ファイルしている。 

更新があれば都度差し替える。 

5.持続可能な環境改善活動の推進 

活動テーマ 活 動 内 容 
達成 
状況 

評価及び来期に向けた取組等 

ペットボトルキャップ

回収 

世界に子供たちにワクチンを

送る支援のためのキャップの

回収 

◎ 各所に回収箱を設置 

グリーン購入法適

合商品の購入推進 

事務用品の適合商品の購入

推進 
◎ 今後も積極的購入を継続する。 

エコマーク商品 GPN エコ商

品ネット掲載商品の購入推進 
◎ 

今後もエコ商品を積極的に採用する。 

継続実施 

達成状況のレベル：◎‥優 ○‥良 △‥可 ▲‥一部可 ×‥不可 

考察 ・第 6１期の後期においては、当社主要顧客の需要減少に伴う生産量減により、当期におい

て売上高は前期比 5.5％減となり、後期の落ち込みは顕著であった。当期の生産納品個数

は対前期比 6.3％増の 522,891 個となったが、生産量は 14.2％減で売上減少につなが

った。 

・環境経営活動の実数は売上高及び生産量共に減少したことで、前期と比較して二酸化炭

素排出量が 1.3％減、廃棄物排出量も 7.6％減、水使用量は令和 4 年 7 月に節水型シャワ

ートイレに交換したことが要因と思われるが 9.6％もの減少であった。原単位指数として

は、それぞれ 7.2％減・13.0％減・15.0％の減と効果があった。 

化学物質使用量を前年比較すると、令和 4 年 6 月で塗装業務が無くなり、化学物質含

有塗料の購入が無くなったため 82.1％減(一部シンナー購入あり)であった。 

・今期は売上及び生産量減少により残業時間も減少したが、二酸化炭素排出量等の実数は

もちろんのこと、指数においても抑えることができた。 

・ペットボトルキャップでワクチン支援活動に寄与する取組を継続している。社員にはペ

ットボトル、缶、ビン分別の意識向上を指導継続する。 
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Ⅵ. 第 6２期 環境経営目標及び計画 

当社が所在する姫路市は、内閣府より令和 3 年に「SDGs 未来都市」に選定され、当年 3

月に指定を受けた、姫路市の市内企業等の SDGs 活動を促進する、「姫路市 SDGs 宣言」の

宣言企業として社内外にアピールして行く。 

第 61 期後半からの需要減少に伴う生産効率悪化が第 62 期も見込まれるため、原単位当

たりの二酸化炭素の排出量の増加が懸念される。第 60 期から継続しているカーボンニュー

トラルに積極的に取り組むことにより、排出量を抑える取り組みを実施し、SDGs のゴール

達成に貢献することを目指す。 

従業員に意識付けのため、社内教育を実施。 

電子帳簿保存法が、令和 6 年 1 月より本格的に始動するにあたり、紙排出量の削減にも取

り組む。 

当社はエコアクション 21 認証･登録事業者として、エコアクション 21 ガイドラインにた

がわぬよう、積極的に環境負荷要因の削減と環境改善に対する意識改革に、引き続き取り組

んで行くこと。 
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Ⅶ. 環境経営活動の中期目標 

 

項 目 
第 61 期(実績) 

(2022.9.1～

2023.8.31) 

第 62 期 
(2023.9.1～

2024.8.31) 

第 63 期 
(2024.9.1～

2025.8.31) 

第 64 期 
(2025.9.1～

2026.8.31) 

製品納品個数 522,891 個    

①二酸化炭素総排出量 

原単位 (実数目標 kg‐CO2 ) 

0.373 

( 195,202 ) 

0.371 

( 194,226 ) 

0.369 

( 193,250 ) 

0.367 

( 192,274 ) 

②廃棄物排出量原単位 

(実数目標 t ) 
0.380 

( 198.8 ) 

0.378 

( 197.8 ) 

0.376 

( 196.8 ) 

0.374 

( 195.8 ) 

③ 水 使 用 量 原 単 位 

(実目標数 ㎥ ) 
0.824 

( 431.1 ) 

0.820 

( 428.9 ) 

0.816 

( 426.8 ) 

0.812 

( 424.6 ) 

④化学物質使用量の把握 適正管理 適正管理 同左 同左 

（注記 1）中期目標値は、第 61 期実績を基準に 62 期は各①～③0.5％削減。63 期は同じく

1.0％削減。64 期は同じく 1.5％削減。 

 （注記 2）実数を目標とすると、製品生産個数の変動により影響が大きいと予測されるので、 

  原単位を正の目標とし、実数目標を( )書きする。 

 （注記 3）電力の CO2排出係数は、各年度 リコージャパン㈱の係数を適用する。 

原単位＝排出量（使用量）／製品生産個数（②及び③は原単位×1,000） 

 

Ⅷ. 環境関連法規の違反・訴訟等の有無 

（環境関連法規規制等の遵守状況） 

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通り 

遵守評価日：2023 年 10 月 2８日 

環 境 関 連 法  規 制 対 象 遵 守 す べ き 規 制 内 容 遵守状況 

騒 音 規 制 法 コンプレッサー 7.5 kW 以上の届出 遵守 

振 動 規 制 法 コンプレッサー 7.5 kW 以上の届出 遵守 

廃 棄 物 処 理 法 一般廃棄物 産業廃棄物の運搬または処分を委託契約 遵守 

 産業廃棄物 マニフェスト管理 遵守 

  産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出 遵守 

消 防 法 廃油、灯油、機械油 消火器の設置等 遵守 

  消防設備の点検 遵守 

フ ロ ン 排 出 抑 制 法 業務用エアコン 簡易点検 遵守 

① 環境関連法規への遵守状況をチェックした結果、過去３年間に違反はありません。 

また、関係機関からの指摘、訴訟等もありません。 

② 環境に関し地域住民からの要求等はありません。 

③ 環境法令リストを作成し、適用事項の内容の改廃を毎年フォローしている。 
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Ⅸ. 代表者による全体の評価と見直し・指示記録 

 

開催日：2023 年 11 月 4 日 

環 境 管 理 責 任 者 報 告  （ 川 上 一 博 ） 
 

№ 項 目 報 告 内 容 

1 環境経営目標の達成状況 
売上高及び生産量減少より実数は環境経営目標ほぼ達成。水
使用量については節水型ﾄｲﾚに交換した影響で大きく達成が
できた。原単位も目標達成できた。 

2 是正及び予防処置に関する情報 特になし。 

3 法規制等に関する情報 環境関係法規の理解を深める。 

4 その他、必要な情報 
ポカミス不適合を限りなく 0(ゼロ)に近づけることによって
環境負荷削減に取り組む。 

 

代 表 者 の 指 示 事 項  （ 前 川 昭 彦 ） 

 

№ 項 目 
変更の必要性 

指 示 内 容 
あり なし 

1 環境経営方針・環境経営目標  ✔ 
SDGs、カーボンニュートラルについて更に理解
を深め、これらに沿った施策を設定すること。 

2 環境経営活動評価・フォロー  ✔ 
現行の通り。売上増と比例しない実数削減に取り
組むこと。 

3 環境経営システムのための組織  ✔ 現行の通り。来期も継続 

4 その他、環境経営システムに関する要素  ✔ 現行の通り。来期も継続 

 

エコアクション２１活動に対する代表者の全体評価 （前川昭彦） 

 

今年度の環境経営活動を考察しますと、後半において当社主要顧客の大幅な生産減により、売上及

び生産量減に追い込まれました。 

それに伴い二酸化炭素の排出量等を減少させるに至ったのであるが、この厳しい状況が継続すれば、

生産効率悪化につながりかねない。 

生産効率アップを日頃から意識して業務に取り組んでいただきたい。 

環境経営に対する従業員全体の意識の向上のための教育訓練も実施し、今後も省エネを意識した活

動を継続的に推進して、経費削減やムダ・ムリ・ムラ削減に結び付け、結果としてＣＯ２削減に結び付

けていくよう各自研鑽をお願いします。 

 


